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「地球を食べる食堂（阿武火山群と無角和種）」開講しました！

5月7日、地球を食べる食堂の第1弾「阿武火山群と無角和種」を開講し、県内外から11名の参加がありました。
まずは阿武町暮らし支援センターshiBanoにて、今回の講師である阿武町地域おこし協力隊の藤尾凛太郎さんお
手製の無角和種のスペシャルランチを堪能。ランチを食べながら藤尾さんによる無角和種の歴史やお肉の特徴、
美味しい食べ方などを学びました。
お腹がいっぱいになったところで、奈古地区の散策。奈古地区ではその昔、農作業に無角和種を活用していたこ
とから、無角和種と共に生活していた跡が見られます。また、現在でも奈古から少し離れた宇久地区では休耕田
に無角和種を放牧しており、参加者も車窓からですが、休耕田で活躍する無角和種を見て、人々の生活の中に無
角和種がいることが実感できたようです。
それから福賀地区の西台にて放牧場の見学。無角和種は200頭しかおらず、そのほとんどが阿武町で飼育されて
おり、西台では、雌牛や妊娠牛が主に放牧されています。藤尾さんから飼育方法などの説明を聞きながら、台地
を歩きました。また、西台では白井専門員による阿武火山群の成り立ちについての説明や無角和種が放牧されて
いる西台も阿武火山群の1つであり、この平らな広い台地がどうやって生まれたのかを実験しながら解説しました。
最後に無角和種と地球を食べる食堂ののれんを背景に撮影。参加者皆さん大満足の充実した講座となりました。



令和4年度 萩ジオパーク推進協議会定期総会、
戦略会議が開催されました

萩ジオパーク推進協議会定期総会が5月19日萩博物館講座室で開催
されました。
令和3年度決算、基本計画・実行計画の見直し、今年度事業計画・
予算等すべて原案どおり可決されました。また、故永尾隆志氏か
らの寄附金の活用について萩ジオパークエリア内に普及啓発に繋
がる展示物等を製作、設置するとする事務局案を承認いただきま
した。それを受けて委員の皆様に、こんなところに、こんなもの
を設置したい等要望があれば8月31日までに事務局に連絡するよう
お願いしました。
このほか今年度実施される再認定審査への対応等について事務局
より説明し、最後に脇田顧問、柚洞顧問、長岡顧問にそれぞれお
話をいただきました。
令和4年度の推進協議会事業がいよいよ本格的にスタートします。
事務局一同皆さんと一緒に実り多き1年となる様頑張ります。引き
続きご協力をお願いします。

2年振り、現地開催の各種会議に参加しました

5月21日、幕張メッセ（千葉市）で第45回日本ジオパーク委員会公開プレゼンテーションが開催されました。
ユネスコ世界ジオパークの国内推薦を目指す南紀熊野ジオパークとエリア拡大に伴って日本ジオパーク新
規認定を目指す霧島ジオパークがプレゼンテーションを行いました。現地審査を担当する委員からは、事
前に提出された申請書とプレゼン内容を元に、エリア設定の根拠や人員体制、運営など鋭い指摘がありま
した。また、この日の午後は、日本ジオパークネットワーク運営会議が開かれ、コロナ禍でも進められて
きた会議メンバーによる活動や、秋の全国大会や研修会についての準備状況の報告がありました。
5月22日は、同会場で日本地球惑星科学連合（jpGU）大会2022のパブリックセッション「ジオパークで学
ぶ日本列島の特徴と地球・自然・人の相互作用」が開催されました。日本列島の地球科学的特徴や地球・
自然・人の相互作用を理解するために、6名の招待講演者が日本のジオパークが記録する日本列島形成にか
かわる出来事を通じて、日本列島の成り立ちや、その地質と地形がそれぞれの地域の自然やそこに住む
人々の暮らしにどう関係したかについて講演しました。6番目にオ
ンライン登壇した合同会社むすひの大岩根尚氏は、ジオパークと
して活動する中で大切にしたい本質とは？SDGsや気候変動といっ
た大局に対しジオパークとしてどうかかわるか、という2つの問題
提起をされ、ジオパークの取組が包括的に進められるものである
と再認識する時間となりました。
公開プレゼンテーション（質疑部分を除く）とパブリックセッ
ションの模様は後日日本ジオパークネットワーク公式YouTube
チャンネル（https://www.youtube.com/user/OfficialJGN）で
公開されます。ぜひ、チャンネル登録の上、ご覧ください。

戦略会議を5月20日萩・明倫学舎で開催しました。
脇田戦略顧問、柚洞戦略顧問と今年度行われる再認定審査について意見
交換を行いました。審査を実際に行う側の立場から、どのようなところ
を見るか等アドバイスをいただきました。



5/24、長門峡スケッチ大会で大地のお話 山口市阿東地域にある3つの小学校
（徳佐小・さくら小・生雲小）が
合同で行う、長門峡スケッチ大会
に白井専門員がお邪魔しました。
スケッチを始める前に、長門峡の
景色に秘められた大地の物語を、
地図や模型を使った解説と現地見
学でお伝えしました。
長門峡スケッチ大会でのお話は、5
年前に萩ジオパークパートナーで
もあるNPOあとうさんにお声がけ
いただいたのがきっかけで、それ
から毎年のようにご依頼をいただ
いています。こうして継続的に繋
がりを持てていることの素晴らし
さを感じる機会でもありました。

食を通して地域の健康づくり活動に取り組んでいる
萩市の「食生活改善推進委員」の皆さんに、白井専
門員が食を題材に萩の大地と人のつながりについて
お話しました。萩の多種多様な海産物や農産物、日
本酒、そして器としての萩焼を題材に、萩ならでは
の地質や地形との深い関わりを解説しました。「何
時間でも聞いていられる」という嬉しいお言葉もい
ただきました。
食推の皆さんは、料理教室をはじめ、食に関する
様々な取り組みを活発に行っておられます。今年は
この研修を受けてジオパーク的な視点も取り入れた
内容の企画をつくっていくそうです。今後一緒に活
動できたら楽しそうですね！

5/16、食生活改善推進協議会で講演しました

5/15、ジオツアー「萩焼作家さんに会いに行こう」を実施
萩の大地と向き合って暮らす方々のお仕事や日常生活に
触れるジオツアー「〇〇さんに会いに行こう」の一つ、
「萩焼作家さんに会いに行こう」の実施依頼があり、白
井専門員がご案内しました。県外から毎年のように萩に
研修に来られている方々で、30名のお客様をご案内しま
した。訪ねたのは、このツアーでいつもお世話になって
いる坂高麗左衛門窯の坂悠太さん。職人の視点や坂さん
ご自身の作陶にかける思いにたっぷりと触れました。専
門員からも萩の大地と萩焼の深い関わりについて解説さ
せていただき、より深い感動を味わっていただけたこと
と思います。
今回の企画は、萩ジオパークパートナーでもある八千代
酒造の蒲さんからご紹介いただいたのがきっかけです。
素敵なご縁がつながり、広がっていくのを感じました。



6月の予定

2年ぶりに萩ジオパーク推進協議会主催の萩ジオガイド養成
講座を開催します。あなたも体験を通して伝える楽しさ、
伝わる喜びを感じてみませんか。

● 地球を食べる食堂2022＃02「萩三角州と焼き抜き蒲鉾」 6月4日（土）12:00～15:00 集合場所：旧山中家
住宅（浜崎地区） 内容：萩が発祥の地と言われている“焼き抜き蒲鉾”をテーマに、大地の視点、生産者の視点、
料理人の視点から現地を巡り、味わう 主催・問合せ：萩ジオパーク推進協議会（0838-21-7765）
〇 geoとも (萩ジオ友の会) 定例会「ジオ探訪」 6月18日 (土) 内容：小川地区（原山台、上の原台など）を探
訪 主催・問い合わせ：geoとも 桂 (0838-21-7173)、中西 (080-8747-9383)
〇 笠山ジオの会 笠山噴火実験＆火口見学ミニツアー 内容：地元越ヶ浜の皆さんを中心に活動する「笠山ジ
オの会」が、笠山山頂を舞台に笠山の成り立ちが分かる実験と火口見学ツアーを開催 開催日：6月11日（土）、
25日（土） 時間：13:00～、14:00～、15:00～の1日3回。各回所要時間15分 料金：高校生以上200円、小中
学生100円、乳幼児無料 受付：当日現地受付。先着10名

食を切り口に「大地と人のつながり」に触れ、大地と向き合うことの大切さを学ぶ講座、「地球
を食べる食堂」の第２弾を開講します。第２弾は焼き抜き蒲鉾。焼き抜き蒲鉾は、縁起の良い食
材としてお祭りやお祝い事にも使われる食材であり、また、萩が発祥の地だと言われています。
そんな私たちに馴染み深い焼き抜き蒲鉾の歴史や美味しさを料理人の視点、生産者の視点、大地
の視点から紐解いていきます。詳細は下記をご覧ください！

「地球を食べる食堂（萩三角州と焼き抜き蒲鉾）」
＼ 6月開催！ ／
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萩ジオパークパートナーの内八商店、
内田さんのご協力のもと、萩市場の競
りを見学させて頂きました。
内八商店は100年以上の歴史をもつ卸
売業者であり、東京の豊洲市場、大阪
の中央卸売市場などの大きな市場にも
取引があります。今の社長である内田
謙一郎さんは5代目になります。
この日は今が旬の甘鯛やイサキなどが
ずらりと並べてありました。1番競り
の開始は午前2時。2時になったのと同
時に仲買が競り子の周りに集まり、競
りが始まります。競り子の掛け声から
ほんのわずかで落とされていきます。
内田さんも次々と魚を買っていき、
「内八」の札がどんどん魚の上に置か
れます。
競りが終わると内田さんやお手伝いの
方が魚の箱を作業スペースに集め、魚
の大きさや質などを見極めて選別し、
丁寧に梱包していき、こうして萩の魚
が全国各地に配送されていきます。
萩の恵まれた大地で育ったたくさんの
美味しい海産物が全国で食されるのも
内八商店のような卸売業者のおかげ。
今回の見学で、こういった地場産業を
テーマに何か講座が出来たらと思いが
強くなりました。






